
※民間事業者の有無とは、行政区域内で民間バス事業者が運行しているかどうかを指す。 分析欄

※民間事業者平均値は当該団体が所属する標準原価ブロックの民間平均値

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外出自粛・テレワークの
普及、定着により乗車料収入及び乗車人員ともに減少した。指標
については各事業者平均値と比較して一部良好なものもあるが、
経常収支が赤字で推移していること及び流動比率が100%を切って
いることから厳しい経営状況にある。
　今後についても、新型コロナウイルス感染症の動向が不透明で
あることから乗車人員・乗車料収入ともに厳しい状況が続くと想
定している。それに加えて、車両・設備更新に伴う建設改良債お
よび新型コロナウイルス感染症拡大による資金不足悪化額の補填
を目的として発行した特別減収対策企業債の償還が始まることで
さらに厳しい経営状況になると見込んでいる。
　そのため、抜本的な収支構造の改善を図るため平成30年度より
給与体系の見直しを行ったことに加えて、新たに策定した経営計
画2025に定めたあらゆる経営改善策を着実に実施することで人件
費の抑制や経費の削減を行うなど経営改善に取り組んでまいりた
い。

1. 経営の健全性 1. 経営の健全性について

　令和２年度は、乗車料収入および乗車人員ともに新型コロナウ
イルス感染症拡大に伴う外出自粛・テレワーク等の影響を大きく
受けて大幅に減少したことを前提として、経営の健全性について
は下記のとおりと考えている。
【事業の状況】
　①経常収支比率②営業収支比率④累積欠損金比率についてはい
ずれも目標値も下回って着地したが、これは、上記のとおり、新
型コロナウイルス感染症拡大による影響で乗車料収入が大幅に減
少したことが要因であり、今後についても感染状況が不透明なこ
とからこの状況が継続されると考えている。
　一方で、③流動比率については目標値を下回っているが、令和
元年度比約20％程度改善して71.4％となっている。これは令和３
年３月末に発行した特別減収対策企業債の資金が留保されていた
ことが要因と考えている。ただし、100%を下回っていることから
短期的な債務の支払い能力が低いことおよび特別減収対策企業債
については、今後償還が発生することから決して楽観視できる状
況にはないと考えている。
【独立採算の状況】
　⑤利用者１回あたり他会計負担額⑥利用者1回あたり運行経費と
もに令和元年度対比かなり増加している。これは、上記と同じく
新型コロナウイルス感染症拡大による影響で乗車人員が減少した
ことが要因となっている。
　一方で、⑦他会計負担比率については、新型コロナウイルス感
染症拡大による影響を受けて令和元年度比増加しているが、公営
企業平均値と比較して７～８割程度の水準であることから比較的
独立採算性は高いものと考えている。
【資産及び負債の状況】
　⑧企業債残高対料金収入比率は、令和元年度比57％増加してい
る。これは、新型コロナウイルス感染症拡大に伴った資金不足悪
化額を補填対象とした特別減収対策企業債を発行したことによる
ものであり、今後償還が進むにつれて下がっていくが引き続き高
い水準が継続されると見込んでいる。一方で、⑨有形固定資産減
価償却率については、市バス車両を令和元年度に11両・令和２年
度に13両を購入したことおよび営業所の建替えを行ったことに加
えて市バス料金収受システムの更新を実施したことにより減少し
た。
　今後についても新型コロナウイルス感染症の動向が不透明であ
ることから乗車人員・乗車料収入ともに引き続き厳しく状況が続
くと考えている。あわせて、市バス車両更新による建設改良債や
特別減収対策企業債の償還が見込まれていることから、経営計画
2025に基づいてあらゆる経営改善を行っていく必要がある。

2. 経営の効率性について

　①走行キロ当たりの収入についても、上記と同様、新型コロナ
ウイルス感染症拡大による乗車料収入の大幅な減少を受けた結
果、令和元年度比103.55円の減少となっている。
　②走行キロ当たりの運送原価は、新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため年度当初の緊急事態宣言期間中に減便を実施したた
め、走行キロが減少したことで令和元年度比下がっているが、依
然として民間事業者平均値を上回っている状況にある。一方で、
③走行キロ当たりの人件費は、営業所管理委託を進めていること
により民間事業者平均値より低くなっている。
　④乗車効率は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外出自粛
の影響で乗車人員が減少した一方で、乗車定員や（一部減便を実
施したものの）走行キロが減少していないことから令和元年度対
比大幅に減少している。

2. 経営の効率性
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経営比較分析表（令和2年度決算）
兵庫県　神戸市
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